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１．開 会 時 間           １０ 時      ００ 分 

 

２．閉 会 時 間           １１ 時      ４０分 

 

３．委 員 長 名      飯  塚   富  美 

 

４．署 名 委 員            

 

５．出 席 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１   飯  塚   富  美 

２    小  林   徵  博 

３  井  出   真 理 子 

４  蓮  實   茂  夫 

５   内  海   博  治 

 

 

６．出席者氏名      教育次長  石井博司 

             参事兼生涯学習課長  宮川康廣 

教育総務課長  黒石徳子 

教育総務課指導班主幹  伊庭しげみ 

教育総務課指導班主幹  北川慶太 

             教育総務課教育総務班長  竹本直昭 

             教育総務課教育総務班主事  関田智恵子 

 

７．傍 聴 者      なし 

 

８．調 製 者            教育総務課教育総務班主事  関田智恵子 

 

 

 

 

 



平成２５年度５月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２５年５月２４日（金） 

午前１０時００分より 

場所：二宮町町民センター３Ｂクラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（委員長）平成２５年度５月定例教育委員会議を開催します。 

 

― 署名委員の指名 ― 

蓮實委員を指名する。 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）５月事務報告を行う。 

（教育次長）５月政策会議報告を行う。 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について説明する。 

 

○（小林委員）部の運営方針及び施策・事業ヒヤリングでは、図書館予算の削減と子ども野外研修

についてはどのようなことが話し合われたのですか。図書館については議会でも人件費の削減が

話題となっていましたが、具体的にどのような話をされたのか教えてください。また、子ども野

外研修は子どもたちにとって大変有意義な事業ですので、「子育て」を掲げる二宮町としては運

営が大変であることや予算の削減を理由に事業を実施しないという考えは持たないでいただき

たいですし、教育委員会として子ども野外研修は有意義な事業であることを訴えていく必要があ

ると思います。 

○（参事兼生涯学習課長）図書館については、施設管理費・人件費等で年間７千万円以上の経費を

要しておりますので、町民サービスを低下させることなく経費の削減に取り組むために、昨年度

より協議を重ねております。現在、人件費の削減による経費削減を検討しており、正規職員の司

書を削減し臨時職員がその部分をサポートするということを考えています。また、子ども野外研

修についてですが、平成２２年度までは子ども会に委託して事業を実施していましたが、平成 

２３年度より実行委員会形式とし、子ども会加入者以外の子どもも参加できるようにしました。

多くの方の協力が必要で、事務的な負担も大きい事業ですが、教育委員会としては継続していき

たいと考えております。 

○（小林委員）二宮町節電対策方針についての報告がありましたが、年間の電気使用量がわかるも

のや昨年度の使用量との比較が出来るようなものがあると、学校現場としては節電意識の向上に

つなげやすいのではないかと思います。 

○（教育総務課教育総務班長）町立小中学校共通で見ることが出来る学校間ネットワークの掲示板

に月々の使用量・料金や昨年度の使用量・料金との比較が出来るような表を掲載し、学校現場で

の節電意識の向上を図っております。 

○（小林委員）職員初動指針の広域避難所等の配備職員を人事異動に伴い変更したとのことですが、

広域避難所等の配備職員は、その避難所の近くに住んでいる職員が配備されるということではな



いのですか。 

○（教育次長）基本的にはその避難所の近くに住んでいる職員が配備されますが、課長職の職員は

役場に参集して課を指揮することとなっていますので、避難所に配備されていた職員が人事異動

により課長職になった場合等には、別の職員を配備するといった変更を行います。 

○（井出委員）二宮町子ども・子育て会議の内容について詳しく教えてください。 

○（教育次長）昨年子ども・子育て支援法が制定され、市町村においても子ども・子育て会議を設

置することとなりました。子ども・子育て会議では、子ども・子育て支援計画の策定にあたって

の審議等を行っていただくこととなります。 

○（教育総務課長）子ども・子育て会議は国・県・市町村で設置され、平成２７年度から国が新た

に行う子育て支援制度を推進していくための会議として位置付けられています。平成２６年度ま

でに策定することとなっている町の子ども・子育て支援計画の審議や今後新たな子育て支援に取

り組むにあたっての保育所の認定、保育料の決定等を行う会議です。 

○（井出委員）担当部署はどちらになりますか。 

○（教育次長）子ども育成課が担当となります。 

○（井出委員）地区長や民生委員に充て職が多いとはどのようなことですか。 

○（教育次長）町の各種委員会には地区長連絡協議会長や民生委員児童委員協議会長が委員として

充てられているものが多くありますが、条令等で定めていない場合には副会長等の会長以外の職

の方に委員になっていただき、会長の負担軽減を図るというものです。 

○（小林委員）図書館経費の削減について検討されているとのことですが、図書館は二宮の教育・

文化の拠点ですので、経費の削減により機能の低下を招くことのないよう充分留意していただき

たいと思います。今後どのように図書館を運営していくのかという視点を持ち、子どもたちや住

民の利益を最優先に考えて検討を行っていただければと思います。 

○（教育長）現在、いかに経費をかけずに運営を維持していくかを検討しているところですが、町

としては財政状況を鑑みると厳しい部分があるようです。 

○（井出委員）町を継続的に発展させていくために子育て・子育ち支援と教育・学習環境の充実を

図り定住を促進する施策を行うこととしたかと思います。二宮町が知的なものとして誇れるもの

は生涯学習センターラディアンのホールやピアノ・図書館であり、ラディアンは文化の拠点でイ

ンテリジェンスの象徴だと思いますので、定住促進施策の一環としての運営支援へ理解を求めて

いただければと思います。また、二宮町では以前より英語教育に取り組んでおり、現在は英語検

定の奨励事業を行っていますが、今後は以前行っていた研修旅行等のような、子どもたちに対し

て世界への窓を開く事業を行っても良いのではないかと感じています。総合計画の中でも子育

て・子育ち支援と教育・学習環境の充実について示されていますので、町として戦略的に事業に

取り組んでいただき、子どもたちや大人・町にとって良いものとして進んでいくことを期待して

います。教育長事務報告にて、児童・生徒安全対策協議会で自転車の乗り方等についての話題が

あり、みんなで注意し合う環境を作っていくことが大事であるとの話がありましたが、町の子ど

もたちに対して大人が声かけを行うことは大事なことだと思いますので、さらに発展していくと

良いと思います。 

○（小林委員）子ども野外研修については、多くの方の協力が必要となりますが、今年度はスタッ

フが尐なくなるという話を伺っています。スタッフが削減された中でも出来ることがあるかと思

いますので、今年度の事例を今後の事業継続のための参考に出来ればと思っています。 



○（蓮實委員）以前、子ども野外研修に参加したときはそれほど多くの指導者はいなかったように

記憶しています。安全確保のためには多くのスタッフが必要となるかと思いますが、専門的な指

導員やキャンプに慣れている方を中心に行う等、実施方法を工夫すると尐ないスタッフでも事業

を継続していくことが出来るのではないかと思いますので検討をお願いします。また、図書館の

経費削減についてですが、教育委員会として図書館は大切な施設であると位置付けています。厳

しい財政状況かと思いますが、予算の削減を行うのであれば、図書館に係る予算だけを削減する

のではなく、公平な視点での検討をしていただくようお願いしたいと思います。 

○（教育長）子ども野外研修については、尐ないスタッフでも運営が可能か等、事業の継続に向け

検証を進めていきたいと思います。 

○（委員長）子ども野外研修については、大変かと思いますが尐しずつ前進させていただけたらと

思います。また、図書館についてですが、暮らしの豊かさは地域の文化の在り方だと思いますの

で、大事にしていただきたいと思います。 

○（蓮實委員）学校給食センターの事業報告で新１年生保護者試食会が行われたとのことですが、 

保護者は全員参加されたのですか。 

○（教育総務課教育総務班長）希望された保護者のみで、一色小学校、山西小学校で計５６名の方

が参加されました。 

○（委員長）保護者は子どもとは別室で試食するのですか。 

○（教育総務課教育総務班長）別室で試食し、栄養士による説明を行います。 

○（蓮實委員）給食物資納入業務監査の内容について教えてください。 

○（教育総務課教育総務班長）町商工会の代表の方に、前回の監査からその日の朝までに納入され

た品物の品質と価格が適正であるかを点検していただくもので、定期的に行っています。 

○（蓮實委員）食品への異物混入が話題となっており、原因として納入業者の使用している箱の劣

化によるもの等があるようですが、品質の点検と併せて、そのような点も点検されているのでし

ょうか。 

○（教育総務課教育総務班長）納品時に栄養師と調理員による点検を行い、異物の混入を防いでい

ます。 

 

 

― 付議事項 ― 

議案第１号 平成２６年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針について 

（教育総務課長）平成２６年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針について説明。 

 

○（小林委員）今年度使用している教科用図書は、小学校は３年目、中学校は２年目でよろしかっ

たでしょうか。 

○（教育総務課長）はい。 

○（井出委員）現在使用している教科用図書が妥当か否かの見通しはいかがですか。 

○（教育総務課指導班主幹）学校で使用していく中で、児童生徒や保護者より大きな疑問が投げか

けられることがあれば検証する必要があるかと思いますが、現在のところそのようなお話しは伺

っていない状況です。 

○（井出委員）教科用図書は中地区として大磯町と同じものを採択していますが、大磯町より現在



の教科用図書が妥当でないとのお話があった場合には、二宮町としても検証を行うのですか。 

○（教育総務課指導班主幹）そのようになるかと思います。 

○（井出委員）学校教育法附則第９条に規定する教科用図書についても、中地区として同じものを

採択するのですか。 

○（教育総務課指導班主幹）学校教育法附則第９条に規定する教科用図書については、毎年４月下

旬から５月上旬にかけて文部科学省から送付される目録に基づき採択することとなりますが、こ

ちらについては大磯町と同じものでなくても良いとされています。 

○（小林委員）廃業してしまった出版社はありますか。 

○（教育総務課指導班主幹）現在のところ、そのようなお話は伺っておりません。 

○（委員長）中地区としての採択となりますので、大磯町と連携していただくようお願いします。 

 

 

議案第２号 二宮町立二宮小学校大規模改修工事（東棟・中央棟）請負契約について 

 

非公開 

 

 

― 報告・協議事項― 

（１）平成２５年度小・中学校学級編成及び児童生徒数について 

（教育総務課長）平成２５年度小・中学校学級編成及び児童生徒数について説明。 

 

○（小林委員）１学級の人数が規定数に近い学級も見受けられ教職員への負担が心配ですが、その

ような学級には支援員を配置する等の措置をされているのですか。 

○（教育総務課長）担任教諭の負担軽減を図るため支援員等を配置しています。 

○（小林委員）特に小学校１年生の学級には配慮が必要かと思いますので、よろしくお願いします。

また、昨年度と比較すると児童生徒数が小中学校合わせて５３名の減となっており、子どもの減

尐傾向が見受けられますので、これ以上の減尐を防ぐよう子育て施策の充実が必要であると感じ

ました。 

 

（２）その他 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務課教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

― 閉会宣言 ― 

（委員長）平成２５年度５月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

 

１１時４０分 終了 


